
◆  八ツ場ダム  ◆

◆  北陸新幹線  ◆

◆  上越新幹線  ◆

◆  関越自動車道  ◆

◆  北関東自動車道  ◆

◆  上信越自動車道  ◆

◆  上武道路  ◆

◆  国・県公共事業  ◆

◆  上信自動車道  ◆
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上
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新
幹
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県庁文化財保護課　　027-226-4684☎問い合わせ先

■土器や勾
まが

玉
たま

づくりなどの古代の技術を体験できます（予約制）

　学校からの依頼に応じ、職員を派遣して授業の支援を行っています

遺跡の発掘調査成果や地域の歴史文化財を、広く県民の皆さんに
お話しする出前講座を行っています 　　  交通費

             午前９時～午後５時
（入館は４時30分まで）
※土曜日、祝日は休館
             渋川市北橘町下箱田784–2
￥ 無料       0279-52-2513（発掘情報館直通）　

　最新の研究成果などを展示する資料展示室や県内の遺跡から出土した埴
はに

輪
わ
・土器など、約４千点を常時展示する収蔵展示室があります。ぜひお越しください。

　発掘情報館２階資料展示室で開催中です。
【展示内容】
　上信自動車道の整備に伴い調査された金
井東裏遺跡、金井下新田遺跡の金井遺跡群で
は、甲

よろい
を着た古墳人をはじめ、網

あ
代
じろ

垣
がき

に囲ま
れた居館跡など、注目すべきさまざまな遺構・
遺物が出土しました。調査で明らかになった
遺跡周辺での人々の生活の様子を、豊富な出
土品と展示解説で紹介しています

【期間】8月27日（日）まで

最新情報展第２期
「まるごと金井遺跡群ー榛名に生きた古墳人ー」

■夏休み特別企画「夏休み親子宿題教室」を開催します（予約制）

■学校への出前授業

■まいぶん出前講座

体験学習や出前授業・出前講座を紹介します

県埋蔵文化財調査センター 発掘情報館イ ベ ン ト 情 報

　県埋蔵文化財調査センター 発掘情報館
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当館当館
開館時間

所在地
￥ 問

           毎週日～木曜日  　　 材料費（実費）開催日 ￥

￥
★詳しくはホームページ
をご覧ください

　ホームページなどで近日中にお知らせします

縄文後期の列石と縄文晩期の土
ど

製
せい

耳
みみ

飾
かざ

り（長野原町 横
よこ

壁
かべ

中
なか

村
むら

遺跡）

工事が進む中での発掘調査

史跡日高遺跡の弥生時代水田跡（高崎市）
甲
よろい

を着た古墳人
（渋川市 金

かな
井
い

東
ひがし

裏
うら

遺跡）

▲平安中期の小金銅仏
（渋川市 有馬遺跡）

平安初期の浄
じょう

瓶
へい ▲

（東吾妻町 小
お

田
だ

沢
ざわ

遺跡）

▲縄文後期の
彫刻のある木柱

（東吾妻町 唐堀遺跡）

▲弥生時代の人
ひと

形
がた

土器
（渋川市 有馬遺跡）

▲奈良三彩の短
たん

頸
けい

壺
つぼ

（東吾妻町 四
し

戸
ど

遺跡）

▲古墳時代の豪族居館跡（高崎市 
三ツ寺Ⅰ遺跡）と復元模型

▲平安末期の八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

（高崎市箕郷町 下
しも

芝
しば

五
ご

反
たん

田
だ

遺跡）

古代の神社跡（前橋市 鳥
とり

羽
ば

遺跡）・復元模型

天明３年（1783年）浅間山大噴火の泥流で被災した屋敷跡（２号屋敷）と
仏壇下の収納遺物（51号建物）（長野原町 石

いし
川
かわ

原
ら

遺跡）

縄文中期の竪穴建物跡
（高崎市箕郷町 白

しら
川
かわ

傘
かさ

松
まつ

遺跡）

中世の香
こう

炉
ろ
・花

け
瓶
びょう

などの埋納遺物
（藤岡市 上

かみ
栗
くり

須
す

寺
てら

前
まえ

遺跡）

史跡中
なか

高
たか

瀬
せ

観
かん

音
のん

山
やま

遺跡
（富岡市中高瀬）

古代の多胡郡矢田郷を示す刻書
「八田郷」「物部郷長」の紡

ぼう
錘
すい

車
しゃ
（高崎市吉井町 矢

や
田
た

遺跡）

奈良時代の銅鋺

▲

（東吾妻町 天竜遺跡）

縄文中期の香炉型土器

▲

（高崎市箕郷町 白
しら

川
かわ

傘
かさ

松
まつ

遺跡）

室町時代の銅製水
すい

瓶
びょう ▲

（高崎市箕郷町 和
わ

田
だ

山
やま

天
てん

神
じん

前
まえ

遺跡）

平安時代の銅印「犬
いぬ

甘
かい

」

▲

（高崎市箕郷町 下
しも

芝
しば

五
ご

反
たん

田
だ

遺跡）

▲ ▲▲ 神
じん

保
ぼ

下
しも

條
じょう

遺跡2号古
墳出土埴輪（高崎市吉井町）

旧石器の接合資料

▲

（国道17号／渋川市
上
かみ

白
しろ

井
い

西
にし

伊
い

熊
くま

遺跡）

日本最古の銭貨富
ふ

本
ほん

銭
せん ▲

（県前橋長瀞線改良／
藤岡市 上

かみ
栗
くり

須
す

遺跡）

▲弥生時代の人
ひと

形
がた

容器
（県Gメッセ群馬整備／
高崎市 高崎競馬場遺跡）

▲弥生後期の人
じん

面
めん

付
つき

土
ど

器
き

（県高崎渋川線改築／
高崎市 小

こ
八
や

木
ぎ

志
し

志
し

貝
かい

戸
ど

遺跡）

▲平安中期の小
しょう

男
だん

神
しん

像
ぞう

（県西毛広域幹線道路整備／
高崎市本

ほん
郷
ごう

鶴
かく

楽
ら

遺跡）

古墳時代前期の鶏
とり

形
がた

土
ど

製
せい

品
ひん

（県前橋長瀞線改良／前橋市 公
く

田
でん

東
ひがし

遺跡）

▲ ▲ 平安時代の寺院跡
と鬼瓦（高崎市吉井町 黒

くろ

熊
くま

中
なか

西
にし

遺跡）

重要文化財の縄文土器
（渋川市 房

ぼう
谷
がい

戸
と

遺跡）

推定東
とう

山
さん

道
どう

駅
えき

路
ろ

跡（太田市 大
だい

道
どう

東
ひがし

遺跡）

▲中世居館跡の堀（太田市 安
あん

養
よう

寺
じ

森
もり

西
にし

遺跡）

▲奈良時代の製鉄炉跡（太田市 峯
みね

山
やま

遺跡）

▲古代勢多郡の芳
は

賀
が

郷
ごう

を示す墨書土器
（前橋市 二

に
之
の

宮
みや

洗
あらい

橋
ばし

遺跡）

▲平安時代の銅印
 （みなかみ町 薮

やぶ
田
た

   遺跡）

▲中世の幹線「あづま道」跡（前橋市 
今
いま

井
い

道
みち

上
うえ

道
みち

下
した

遺跡）

▲平安後期の八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

  （伊勢崎市 書
かき

上
あげ

上
かみ

原
げん

 
        之

の
城
じょう

遺跡）

新町紡績所のレンガ積
づみ

護
ご

岸
がん

（県貫井川整備/高崎市 新
しん

町
まち

戸
と

崎
さき

遺跡）
多田山4号墳の埴輪（上）・唐

とう
三
さん

彩
さい

陶
とう

枕
ちん
（下）・

出土地多田山12号墳（右）（県企業局多田山
住宅団地／伊勢崎市・前橋市）

国府の厨
くりや

を示す土器
（県牛池川河川改修／
前橋市 元

もと
総
そう

社
じゃ

寺
てら

田
だ

遺跡）史跡女
おんな

堀
ぼり

（県営圃
ほ

場
じょう

整備／前橋市）

前橋城跡「十
じゅう

人
にん

小
こ う じ

路」
（国前橋地方合同庁舎建設）

▲天仁元年（1108年）浅間山大噴
火の噴出物で埋没した平安時代水
田跡（西田遺跡／前橋南IC）

和同開珎
▲

（高崎市 熊
くま

野
の

堂
どう

遺跡）

隆
りゅう

起
き

線
せん

文
もん

土器
縄文時代草創期
徳
とく
丸
まる
仲
なか
田
た
遺跡（前橋市徳丸町）

  45年間の軌跡 国や県の大規模な開発事業に伴う発掘調査が県内各地で行われてきました。その結果、
原始古代から近現代に及ぶ群馬の豊かな歴史を明らかにしてきました。その一部をご紹介します。

2023年（令和５年）７月２日発行（3）


